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510（ごとう）列島まつりが5月8日～10日にかけて、510列島まつり実行委員会の主催

で開催され、会場となった長崎市元船町のおくんち広場は多くの来場者で賑わいました。

イベントでは、五島の特産品販売や伝統芸能披露などが行われました。

当 JAも「五島牛」や中玉トマトの「五島ルビー」などの農畜産物の販売を行いました。

五島の新鮮で安心・安全な農畜産物は好評で、特に野菜は最近の価格高騰もあいまって多

くの来場者が「安い」で立ち止まり、試食後「おいしい」で購入していくといった具合で、

大変な人気ぶりでした。

会場内には、五島の農畜産物や加工品を買い求める人、ご当地キャラクター目当ての家

族連れなど、多く人が訪れ、五島の魅力をPRできた三日間でした。

JAでは、島内外のイベントで五島産農畜産物をPRするほか、インターネット販売を

中心に島外消費者へのアプローチを図ります。
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椿の苗木プレゼント

『『ごごととうう』』のの魅魅力力がが
満満載載のの三三日日間間！！
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510列島まつり510列島まつり
ご と う

5/8 金～10 日 夢彩都横おくんち広場（長崎市）
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主要品目で土地利用型作物である高菜、ブロッコリー、大麦、裸麦の面積拡大とソラマメ支柱を利用した加工
用キュウリ等の栽培並びに生産量の拡大を図りました。また、五島ルビーやビワをはじめとする施設園芸につい
ても生産量の拡大を図りました。
「産直市場 五島がうまい」については、出荷品目の栽培推進に努めました。
繁殖雌牛増頭については、生産者・関係機関・JAが一体となって取組み、各種導入奨励事業を活用しながら、
積極的に島内及び島外での優良繁殖雌牛導入を行い、微増ではありますが県下 JAの中で唯一増頭に転じた地域
となりました。

主要事業の取扱量については管内人口の減少に伴う市場規模の縮小や経済情勢等の変化により事業が伸び悩む
中、事業管理費の抑制等の合理化・効率化に努めた結果、事業利益で計画対比90百万円増の209百万円となりま
した。また、事業管理費については2，060百万円で、比率を90．8％に抑制することができました。
このように、最終的には当期剰余金の計画105百万円に対し、96百万円増の201百万円を計上することができま
した。また、昨年100％達成した固定比率も107％となり、さらに経営基盤の強化が図られました。剰余金処分に
ついては目的積立金の積増し等、付加資本の増強に充てさせていただくとともに、厳しい経済情勢の中、このよ
うな決算をすることができたのもひとえに、ご利用いただいた組合員皆様のお陰であり、1％の出資配当並びに
肥料・飼料・農薬・その他生産資材の利用高に応じた2．5％（ただしバラ飼料は1．5％）を直接還元する方法での
事業分量配当をご提案させていただきます。

せり上場子牛については、丈夫で飼いやすく発育・
産肉能力に優れているなど、購買者からの評価が定着
しつつあり、上場頭数は横ばいであるが、年間販売高
は17億6，500万円（前年比110．9％）を超え、過去最高
を更新しました。
平成27年1月に開催した「購買者への感謝の集い」

では、生産者・購買者・関係機関が一堂に会し、今後
の五島肉用牛振興に向け意見交換を実施しました。
子牛共同育成施設では、使用管理を徹底して購買者

のニーズに合った肥育素牛生産に努め、市場性の高い
優良子牛のせり上場で評価も向上してきています。
肥育施設については、優良な肥育素牛の導入及び飼

養管理技術の改善によって良質な肉牛生産に努め、安
全・安心を求める消費者ニーズへの対応を図っていま
す。
養豚については、疾病蔓延防止対策として消毒用石

灰等を配布し、施設・車両等の消毒徹底を指導すると
ともに、種豚の更新促進及び飼養管理講習会等を実施
して肉豚の上物率向上に務めました。
また、畜産農家の飼養管理技術向上及び経営改善を

図るため、随時講習会・研修会を実施しました。

畜産部門Ｂ

畜産部門については、子牛価格が昨年以上に高値で
推移し、販売高は2，614百万円となりました。農産園
芸部門は計画を下回り、2，026百万円でした。両部門
合計は4，640百万円であり、計画対比103．1％、前年度
実績対比102．5％となりました。

販売事業取扱高Ｃ

農家の減少等により取扱高が減少する中、各部門の
推進等の取り組みを実施しましたが、目標の5，172百
万円に対し、4，880百万円（96．5％）でした。また、経済
事業未収金については、昨年度より改定された系統金
融検査マニュアルによる延滞期間の標準化により6か
月以上の延滞については、引当の対象になることから
今年度も引き続き延滞事案の抑制・圧縮に努めました。

購買事業Ｄ

共済事業では、「ひと・いえ・くるま」の総合保障
確立を目指し、既契約者に対する「3Ｑ訪問活動」お
よび未加入者に対する「はじまる活動」を通じた『ひ
と』保障の取組み強化を行いました。
重点施策目標、年金共済、自動車共済は前年を上回っ

たものの、計画対比97．6％、前年対比101．2％となり
ました。

共済事業Ｆ

主要品目である高菜は、新たに加工所を増設したこ
とにより順調な漬込み作業ができました。
また、ブロッコリーについては、天候不順により秀

品率が下がったものの市況が高単価で推移したため、
丸品についても高単価となりました。他品目について
は、高単価で取引されましたが、台風被害や天候不順
により生産量が大きく減少しました。

農産園芸部門Ａ

信用事業では、各種キャンペーンの取組み等を実施
しましたが、貯金の期末残高目標の57，200百万円に対
し実績で56，008百万円（97．92％）、前年度対比では
100．16％となりました。
また、引当金については、法的回収や任意売却、償

却処分に努め、不良債権比率は昨年度より若干減少し
ました。今後も法的回収や任意売却、償却処分等によ
り改善に努めます。

信用事業Ｅ

2．総合収支実績

ごとう農業協同組合
平成26年度事業報告

1．五島農業と主要事業の概況
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5月18日から25日にかけて、各支店・出張所で開催しました地区別総代説明会の主な質
疑・回答についてご報告いたします。

Ｑ1 新規品目「コショウ」とは？

Ａ1 塩・ウコンの取引業者から国産のコショウが欲
しいとの依頼があり、試験的に取り組んでいます。

Ｑ2 高菜の異臭の原因は？

Ａ2 塩分不足によるものです。加工施設の規模に対
して集荷量が多すぎた為、加工が雑になり製品

歩留まりが悪くなったと思います。これにつきましては、
平成27年1月より本山地区で加工施設が稼働しています
ので、改善出来ております。技術的な問題につきまして
は、研修や勉強をしながらやっていきます。

Ｑ3 販売加工事業経営安定化積立金とは？

Ａ3 販売加工事業において、未収金回収不能や損害
賠償請求といったような、財務に重大な影響を

及ぼす不測の費用に対して積み立てをしています。

Ｑ4 牛の運搬車はどうなっていますか？（久賀地
区）

Ａ4 運搬車は導入予定ですが、枠と荷台床につきま
しては検討します。

Ｑ5 人材不足を解消してほしい。

Ａ5 現在、雇用や教育に力を入れています。

Ｑ6 サービスや接客が悪い。

Ａ6 担当部長や支店長に申し付けください。指導を徹底します。

Ｑ7 上地区の畜産と農機の担当者不足（不在）、および生産資材の貯蔵場所の件はどうなったのか。

Ａ7 畜産担当者につきましては、上地区職員を下地区にて研修させようと考えています。農機担当
者につきましては、現在は利用量の点から1名ですが、今後利用量が増えるようであれば、下

地区から応援を派遣するなどして対応します。生産資材の貯蔵施設につきましては、空き施設等を調査
して検討しているところです。

Ｑ8 前年度、事業分量配当金は5％だったが、なぜ今年は2．5％なのか。

Ａ8 当期未処分剰余金の減少や販売加工事業経営安定化積立金の計上をしているためです。

Ｑ9 後継者育成対策積立金は積まないのか。

Ａ9 後継者育成対策積立金の残高が約4，700万円あり、まだ積増しをする時期ではないと判断しま
した。

※質疑応答内容につきましては、実際の内容を編集し記載しております。

地区別総代説明会QQ&AA
内出席者数

13

12

15

15

32

23

19

31

11

28

19

29

24

16

総代数

23

21

16

33

34

50

30

46

30

34

37

50

38

41

開催地区

大 津

玉 之 浦

久 賀

崎 山

三 井 楽

本 山 ・ 大 浜

福 江 ・ 奥 浦

富 江

若 松

有 川

新魚目・北魚目

青 方 ・ 上 郷

岐 宿

山 内

日 時
5月18日㈪
午後1時30分～
5月18日㈪
午後6時30分～
5月19日㈫
午前9時30分～
5月19日㈫
午後1時30分～
5月19日㈫
午後6時30分～
5月20日㈬
午前9時30分～
5月20日㈬
午後1時30分～
5月20日㈬
午後7時～
5月21日㈭
午前9時30分～
5月21日㈭
午後1時～
5月21日㈭
午後4時～
5月22日㈮
午前9時30分～
5月25日㈪
午前9時30分～
5月25日㈪
午後1時30分～
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当
Ｊ
Ａ
は
五
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両

日
、
五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
七
年
度

五
月
期
せ
り
市
を
開
き
ま
し
た
。
一
八
八

戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
四
九
三
頭
、
成
牛

四
二
頭
、
計
五
三
五
頭
の
黒
毛
和
種
を
上

場
し
ま
し
た
。
子
牛
四
九
三
頭
の
平
均
取

引
価
格
は
六
五
五
、
七
五
五
円
（
前
回
比

二
・
七
㌫
高
）、
成
牛
四
二
頭
の
平
均
取

引
価
格
は
四
四
六
、
六
八
三
円
（
前
回
比

一
七
・
六
㌫
高
）
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜
産
部

担
当
者
は
「
購
買
者
数
は
前
回
よ
り
少
な

か
っ
た
が
、
過
去
最
高

だ
っ
た
前
回
を
上
回
る

高
値
取
引
に
、
五
島
子

牛
に
対
す
る
評
価
が
上

が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
る
。
し
か
し
、
過
肥

気
味
な
子
牛
が
散
見
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
畜

産
農
家
に
は
適
正
な
子
牛
育
成
管
理

を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
五
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て

今
年
産
の
大
麦
ニ
シ
ノ
ホ
シ
・
は
る
か
二
条
の
収
穫

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
農
家
で
収
穫
し
た
大
麦
を
管

内
三
カ
所
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
乾
燥
さ
せ
、
精

麦
業
者
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

管
内
の
今
年
産
大
麦
の
作
付
面
積
は
ニ
シ
ノ
ホ
シ

二
二
六
・
一
㌶
、
は
る
か
二
条
一
五
八
・
二
㌶
、
出

荷
量
は
ニ
シ
ノ
ホ
シ
五
六
五
・
二
㌧
、
は
る
か
二
条

五
一
四
・
三
㌧
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
年
産
の
大

麦
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
収
量
・
品
質
と
も
に

良
い
出
来
と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
平
成
二
十
八
年
産
か
ら
全
て
の
大
麦

を
は
る
か
二
条
に
切
り
替
え
る
計
画
で
、
収
量
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
本

店
及
び
上
五

島
支
店
で
五

月
三
十
一
日
、

住
宅
ロ
ー
ン

相
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

相
談
会
で
は
、
ど
う
い
っ
た
目
的
の
資

金
が
住
宅
ロ
ー
ン
で
対
応
可
能
な
の
か
、

あ
る
い
は
月
々
の
返
済
金
額
は
い
く
ら
な

の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、

担
当
者
が
一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
住
宅
の
新
築
は
も
と

よ
り
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
換

え
相
談
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
組
合
員
は

じ
め
利
用
者
へ
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
相

談
会
を
は
じ
め
、
税
制
等

の
情
報
提
供
な
ど
を
通
じ
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま

す
。

気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽にににににににににににににににににににに相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
―ローン相談会―

今年も良い出来
―大麦収穫―

高高高高高高高高高高ままままままままままるるるるるるるるるる評評評評評評評評評評価価価価価価価価価価 ささささささささささららららららららららななななななななななるるるるるるるるるる質質質質質質質質質質のののののののののの向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上をををををををををを
―平成27年5月せり市―

前回比
（％）
103．3
102．0
102．7

平均体重
（㎏）
265
285
276

㎏単価
（円）
2，265
2，467
2，378

平均価格
（円）
600，115
702，643
655，755

最高価格
（円）
980，640
860，760
980，640

落札価格
（円）

125，024，000
173，709，000
298，733，000

売却
（頭）
226
267
493

性別
メス
去勢
合計

荷
受
の
様
子

（
福
江
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
）

本店会場

平成27年5月せり市成績表（子牛）

高値取引が続いた市場

上五島支店会場
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当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
今
年
産
普
通
期
米
の

播
種
を
五
月
二
十
一
日
か
ら
富
江
水
稲
育

苗
施
設
を
皮
切
り
に
管
内
四
カ
所
の
水
稲

育
苗
施
設
で
順
次
開
始
し
ま
し
た
。

管
内
の
今
年
産
普
通
期
米
の
苗
配
布
枚

数
は
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
二
五
、
七
八
二
枚
、
ヒ

ヨ
ク
モ
チ
九
六
四
枚
、
に
こ
ま
る
八
、
九

七
八
枚
の
計
画
を
し
て
お
り
、
六
月
中
旬

か
ら
順
次
配
布
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
者
は
「
育
苗
管
理
を
徹
底
し
、

昨
年
よ
り
も
良
い
苗
を
提
供
し
た
い
。
お

い
し
い
米
に
育
っ
て
欲
し
い
」
と
実
り
の

秋
に
思
い
を
は
せ
て
語
っ
て
い
ま
し
た
。

五
島
家
畜
市
場
で
五
月
二
十
九
日
、

当
Ｊ
Ａ
肉
用
牛
部
会
、
公
益
社
団
法
人

全
国
和
牛
登
録
協
会
長
崎
県
支
部
五
島

支
所
の
他
、
畜
産
関
連
組
織
は
定
期
合

同
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
に
は
五
島
振
興
局
、
当
Ｊ
Ａ
な
ど

関
係
者
お
よ
そ
五
〇
名
が
参
加
。
肉
用

牛
部
会
総
会
の
冒
頭
で
は
今
総
会
で
任

期
満
了
と
な
る
熊
川
甚
一
部
会
長
が

「
任
期
中
は
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

（
長
崎
県
開
催
）
に
お
い
て
管
内
代
表

牛
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ

る
五
島
牛
の
評
価
向
上
、
肉
用
牛
大
学

（
五
島
振
興
局
主
催
）
開
催
に
よ
る
知

識
の
向
上
、
五
島
地
域
定
休
型
肉
用
牛

ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
設
立
に
よ
る
農
家
負

担
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
語

り
ま
し
た
。

総
会
で
は
平

成
二
十
六
年
度

事
業
報
告
や
平

成
二
十
七
年
度

の
事
業
計
画
な

ど
に
つ
い
て
決

議
が
行
わ
れ
、

全
議
案
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

熱
中
症
対
策
を
始
め
る
な
ら

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山

靖
洋

六
月
一
日
は
牛
乳
の
日
だ
そ
う
で
す
。
六
月
と
い
え
ば
、

晴
れ
る
と
暑
い
日
も
あ
り
ま
す
が
、
次
第
に
梅
雨
入
り
す

る
時
期
、
湿
度
が
高
ま
り
、
蒸
し
蒸
し
し
て
く
る
こ
ろ
で

す
。
水
分
補
給
に
牛
乳
を
飲
む
の
も
体
に
良
さ
そ
う
で
す
。

本
格
的
な
真
夏
の
暑
さ
は
、
梅
雨
の
後
で
す
が
、
こ
の

時
期
か
ら
熱
中
症
対
策
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
暑
さ
に
体
を
慣
ら
す
と
、
真
夏
に
熱
中
症

に
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
な
ど
じ
わ
っ
と
汗
を
か
く
運
動
を
週
四
回
以
上
行
い
、

一
ヵ
月
ほ
ど
続
け
る
と
、
熱
中
症
に
な
り
に
く
い
体
に
な

る
と
い
い
ま
す
。
汗
を
か
き
や
す
い
体
に
な
る
な
ど
、
体

温
調
節
の
働
き
が
向
上
す
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
運
動
後

に
牛
乳
を
飲
む
と
、
よ
り
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

真
夏
の
暑
さ
に
打
ち
勝
つ
た
め
に
は
、
こ
の
時
期
が
大

切
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
か
ら
暑
さ
や
汗
を
か
く

こ
と
に
慣
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

実りの一歩実実りりのの一一歩歩
―普通期米播種（種まき）―

評評価価向向上上 生生産産力力強強化化
―肉用牛部会・登録協会合同総会―

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

播
種
作
業
の
様
子

総会の様子
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道
脇
さ
ん
は
現
在
、
タ
バ
コ
三
八
〇
㌃
、

馬
鈴
薯
一
二
〇
㌃
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

一
二
㌃
、
高
菜
八
〇
㌃
、
麦
三
〇
〇
㌃
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

先
祖
代
々
…

道
脇
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
四
年
間

を
過
ご
し
た
後
、
家
業
で
あ
る
農
業
を
始

め
て
今
年
で
十
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
就

農
後
は
、
専
業
で
あ
っ
た
タ
バ
コ
栽
培
に

加
え
高
菜
と
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培

を
開
始
、
平
成
二
十
五
年
七
月
に
は
株
式

会
社
道
脇
農
園
を
設
立
す
る
な
ど
精
力
的

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
営
の
法
人
化

前
述
の
と
お
り
平
成
二
十
五
年
七
月
に

農
産
物
の
生
産
・
販
売
を
行
う
法
人
を
設

立
し
生
産
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
個
人
経

営
か
ら
法
人
化
し
た
理
由
に
つ
い
て
は

「
こ
れ
か
ら
先
の
農
業
経
営
を
考
え
て
の

こ
と
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
生
産
規
模
拡
大
、
ま

た
加
工
品
と
し
て
か
ん
こ
ろ
も
ち
を
計
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
展
開
に
注
目
で
す
。

先
が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る

経
営
の
法
人
化
、
規
模
拡
大
と
精
力
的

に
活
動
す
る
道
脇
さ
ん
、
そ
の
原
動
力
は

『
後
継
者
の
存
在
』
が
大
き
い
よ
う
で
す
。

道
脇
さ
ん
は
「
後
継
者
が
い
る
か
ら
会
社

設
立
や
規
模
拡
大
が
図
れ
る
、
そ
う
で
な

け
れ
ば
や
れ
な
い
」
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

取
材
中
、
こ
れ
か
ら
先
の
こ
と
、
特
に
後

継
者
の
こ
と
に
つ
い
て
話
す
道
脇
さ
ん
が

一
番
い
き
い
き
し
て
い
ま
し
た
。

道
脇
さ
ん
は
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

「
ば
り
ば
り
ぎ
ば
る
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
が
、
単
純
明
快
な
が
ら
未
来

を
見
据
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
そ
の
言
葉
に
、

期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
に

な
っ
た
取
材
と
な
り
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代をををををををををををををををををををををををををををををををををを見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据据ええええええええええええええええええええええええええええええええええたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
五島市長手町
みちわき み き お

道脇 実喜夫さん（43）NO．61
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1

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予

定
に
つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
三
月
末
計
画
と

実
績
に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま

い
」
三
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

子
会
社
の
平
成
二
十
六
年

度
実
績
と
平
成
二
十
七
年
度
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

①

㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②

㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン

タ
ー

③

㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
5

平
成
二
十
七
年
三
月
末
食

肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
七
年
三
月
〜
四

月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
7

地
区
別
総
代
説
明
会
の
開

催
日
程
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
六
年
度
末
組
合

員
の
加
入
・
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

平
成
二
十
六
年
度
第
4
四

半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
10

平
成
二
十
六
年
度
第
4
四

半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
践
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
11

平
成
二
十
六
年
度
第
4
四

半
期
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
に
つ
い

て報
告
№
12

平
成
二
十
六
年
度
第
4
四

半
期
内
部
監
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
13

平
成
二
十
七
年
度
内
部
監

査
計
画
に
つ
い
て

報
告
№
14

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告

そ
の
他

2

議
案
事
項

議
案
№
1

第
十
四
回
通
常
総
代
会
提

出
議
案
に
つ
い
て

議
案
№
2

決
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案
、
注
記

表
及
び
業
務
報
告
並
び
に
こ
れ
ら
の
附

属
明
細
書
）
及
び
部
門
別
損
益
計
算
書

承
認
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
3

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計

画
設
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
4

固
定
資
産
の
取
得
・
処
分

の
件
に
つ
い
て

議
案
№
5

平
成
二
十
七
年
度
余
裕
金

運
用
方
針
に
つ
い
て

議
案
№
6

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

運
営
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
7

平
成
二
十
七
年
度
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

議
案
№
8

五
島
市
農
業
委
員
会
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て

議
案
№
9

自
己
資
本
比
率
算
出
要
領

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
№
10

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い

て議
案
№
11

信
用
事
業
規
程
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

議
案
№
12

農
業
経
営
規
程
設
定
に
つ

い
て

議
案
№
13

後
継
者
育
成
対
策
積
立
金

奨
学
金
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
№
14

常
例
検
査
指
摘
事
項
改
善

状
況
に
つ
い
て

議
案
№
15

平
成
二
十
七
年
度
同
一
人

に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高
限
度

額
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
16

平
成
二
十
七
年
度
貸
付
金

利
率
の
最
高
限
度
決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
17

平
成
二
十
七
年
度
借
入
金

の
最
高
限
度
決
定
の
件
に
つ
い
て

議
案
№
18

役
員
補
欠
選
任
要
領

（
案
）
に
つ
い
て

議
案
№
19

実
務
経
験
理
事
の
選
任
に

つ
い
て

議
案

そ
の
他

平
成
二
十
七
年
度

第
一
回
理
事
会

●
平
成
二
十
七
年
五
月
八
日
㈮
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西部支店
岐宿出張所
共済 LA（審査役）・貯金

洗川 正明
4月の定期異動で共済
LAとして配属されました。
組合員・利用者皆様のニー
ズに合った商品提案を心掛けていきますので、
訪問の際にはよろしくお願い致します。

新任共済
LA紹介

上五島支店
管理金融課
LA（調査役）

吉田 善文
4月の定期異動で上五島
支店管理金融課に共済 LA
として配属されました。組
合員や地域の皆様のお役に立てるように頑張り
ますので、訪問の際にはよろしくお願い致しま
す。

福江支店
大津出張所
共済 LA・貯金

川上 雄二
4月の定期異動で福江支
店大津出張所の共済 LAと
して配属されました。大津
地区は給油所でお世話になって以来、二度目と
なります。組合員皆様のニーズに合った商品提
案をできるように頑張りますので、訪問の際は
よろしくお願い致します。

本店
共済部
共済 LA

山本 満
今年度より共済 LAとし
て配属されました。共済の
知識はまだまだ浅いですが、
全力で取り組み、日々努力していきたいと思い
ますので、よろしくお願い致します。

上五島支店
管理金融課
LA（調査役）

橋口 章吾
4月の定期異動で共済
LAに配属となりました。
皆様のお役に立てるような
商品提案を心掛けていきますので、よろしくお
願い致します。

第14回ＪＡごとう通常総代会のご案内
日時：平成27年6月24日㈬ 午前10時～
場所：カンパーナホテル（五島市東浜町）
○平成26年度 事業報告について
○平成27年度 事業計画（案）について など
※当日は近隣の有料駐車場をご利用ください。（後日、領収書にて精算）
ホテルの周辺には駐車できませんのでご注意ください。
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編
集
後
記

芝生広場（産直市場「五島がうまい」裏）にて
「バーベキュー」予約受付中
詳しい内容については予約受付時に承ります。
お問合わせは 0959‐88‐9933

住所：〒853‐0041 五島市籠渕町2450‐1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：毎月第1・第3月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

世
間
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
な
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
？
で
始

ま
っ
た
五
月
で
し
た
が
、
皆
様

は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
？
職
業
柄
「
休
ん
で
な
ど

い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
方
も
多

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
か
く
言
う
私
も
お
陰
様

で
ほ
ど
ほ
ど
に
仕
事
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

5
1
0
列
島
ま
つ
り
に
お
い

て
は
人
生
初
と
な
る
『
売
り

子
』
を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

新
し
物
好
き
な
私
と
し
て
は
、

目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
状
況
に

圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、
楽
し
く

従
事
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
月
号
の
広
報
誌
に
つ
い
て

は
ご
覧
頂
い
た
通
り
、
少
々
読

み
ご
た
え
が
無
か
っ
た
の
で
は
、

と
反
省
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

次
月
号
に
向
け
て
気
合
い
を
入

れ
直
す
所
存
で
す
。
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